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歯科医療における感染対策は、病院と診療所という分け方から言えば、診療所勤務の
歯科医師の割合がおよそ 85% を占めるところから診療所の体制を考慮すべきではある
が、病院との体制の乖離が大きくてよいということはない。むしろ感染症に対する検査
が行われることが少ないゆえに、すべての患者さんが感染症であるという考えのもとの

「スタンダードプリコーション」対応が求められている。患者さんと医療従事者双方に
おける感染の危険性を減少させるための予防策である。

話は温故になるが、平成 22 年（2010）4 月の診療報酬改定で診療所の基本診療料に
おいて歯科の初診料が初めて 200 点台に上った。私はこの改定時に中央社会保険医療協
議会（中医協）の専門委員として参加しており、厚生労働省保険局医療課の歯科の担当
官から、基本診療料の適正化を諮るためにどのような根拠が必要かということについて
意見を求められた。このときはスタンダードプリコーションへの評価を提案した。平成 
20 年（2008） 4 月の診療報酬改定において、「歯科外来診療環境体制加算」新設の折に、
感染対策として、口腔外バキュームが施設基準の一つとして求められたが、多くの歯科
医師には診療になじまない機器の導入だと思われていたのである。

2019 年 12 月初旬から新型コロナウイルス感染症が爆発的に世界中に拡大した。とり
わけ歯科診療での感染リスクが高いと予想されたが、日本では歯科診療所を起点とした
クラスターの発生情報はなかった。なぜならば、すでに歯科診療所ではスタンダードプ
リコーションをはじめとした院内感染対策が緩やかに進んでいたからである。特に外来
での外科的治療が行われる歯科診療においては、体系的な感染対策が徐々に根付いてい
た。その結果、悲観的な予測に反してコロナ禍の間も、診療所の歯科医療関係者は感染
防止について学び、とりわけ「換気」を重視するなどの積極的な対応を示したのである。

コロナ禍は落ち着きをみせてきた。しかし誰もが大変な思いをした今こそ、この『医
療関連感染対策 実践マニュアル』を出版することの意義は、誠に大きい。より深い共
通認識を獲得し、一段と高い安全性を確保するための歯科医療体制を整えるよい指針で
ある。

感染対策に絶対はない。日々の学習と実践が、国民、国、歯科界の三方良しにつながっ
ていく。多くの歯科医療従事者の研鑽を願っている。

令和５年６月

『医療関連感染対策 実践マニュアル』発刊にあたり

一般社団法人 日本歯科医学会連合
理事長　住友雅人
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＜出版者著作権管理機構 委託出版物＞

2020 年３月 11 日 WHO が COVID-19 パンデミックを表明し、世界各国で緊急事態
宣言が発出されるなど、これまでに経験したことのない事態となりました。感染拡大
の状況下、歯科界においてもエビデンスに基づいた感染防止情報をいかに的確に伝え
ていくかが急務となりました。また、関係する組織、機関などからの相談や依頼に
もより、法人格をもつ組織として独立性のある「一般社団法人 日本歯科医学会連合」
がその役割を担うことになり、新型コロナウイルス感染症対策チームが発足しました。
本書の企画もこのチームを中心にスタートすることとなりました。コロナ禍において
本書をまとめることは、基本的な感染対策に加え、新たなパンデミックに備えるとい
う意味においてもいい機会になったと考えております。

より広い視野で医療に関わる感染の動向や対策が検討されるようになったことを考
慮して、診療所、病院、訪問での歯科診療に対応できるよう本書のタイトルを「院内
感染対策」から「医療関連感染対策」に概念を広げ編集することにしました。まず
CHAPTER １で医療関連感染（HAI）の定義を示すとともに、歯科における感染対
策の基本的な考え方をまとめました。各 CHAPTER において歯科診療に関する感染
対策、歯科診療環境に関する感染対策などが、また CHAPTER 11 では歯科訪問診療
における感染対策について記載しました。　

COVID-19 を経験したうえで、医療関連感染対策について考えていくことは、「出
口戦略」というよりも、新たな歯科医療環境への「入口戦略」として捉えることとな
りました。テーマは正しい知識による、新たな習慣、新たな工夫です。具体的には基
本的な感染症対策の基に、地域や各環境に応じた工夫が臨床の現場では大切なことを
経験しました。

最後となりますが、新興感染症、再興感染症、パンデミックなどに備えていく意味
においても、本書にて改めて感染対策の基本的な内容を確認していただけましたら幸
いです。

令和５年６月

『医療関連感染対策 実践マニュアル』刊行に寄せて

一般社団法人 日本歯科医学会連合 専務理事
編集委員代表

小林隆太郎
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